
平成22年 8月 20日

介護給付費分科会

全室個室とユニットケア

魃貪迭Å豊ポhA無覺麺な幅宦



老健施設の混合型施設に対する評価は、
ユニットケアヘの取り組み、ケアの質の向上を
目指したものとして積極的に評価すべきである

全室個室の推進のためには、

施設整備のための財源確保が必要である

ユニットケア推進のためには、

介護報酬上でそのケアの質の評価が必要である



住まいの機能である特別養護老人ホーム (介護老人福祉施設)

については全室個室推進のながれがあることは理解する。
老人保健施設については在宅復帰施設という役割から、必ずし
も全室個室ュニットの必要性はないのではないか。

指定(開設許可)は都道府県知事によるが、開設から4年も経過
していれば、当然厚労省も把握していたはずであり、平成18年か
ら混合型で指定(開設許可)を受けた施設が出ている。

(社 )全国老人保健施設協会としては、厳しい経営環境の中で、

個室化を推進し、かつ、ユニットケアに取り組み、質の高いケア

提供の試みとして、積極的に評価しているところである。
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(社 )全国老人保健施設協会の三人事業

急性期医療の変貌、85歳以上の利用者の増加、家族や地域
の介護力の変容等による入所期間の長期化という背景が存
在するとしても、第二特養化という批判については甘受せざる
を得ない面も存在する
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ケアマネジメントシステムの構築 (R4システム)による

地域包括ケア・施設ケアの質の向上

認知症も含めて、利用者の時系列的な状態像変化を
把握するための研究事業(コーディング研究班)

介護職等人材確保のための処遇改善事業としての

各種研修・教育事業の展開



しかし、経営基盤が脆弱で全室個室化が困難

|という現状がある

ユニットケアは少人数処遇による個別ケアの

質の向上を目指すマネジメント技法である
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平成19年度 全体

(平均定床数 :918床 )

通所定員 :35.4

平成20年度 全体

(平均定床数 :93.1)
通コ庁定目: 36.3
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多床室ユニットケアベの試み
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改修型ユニットケアと人員配置

3階フロア:40床
(4つのユニット)

2階フロア:40床
(4つのユニット)

1階フロア:20床
(2つのユニット)




